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腫麿を蝕知しないものに優れた成績を得てL、る。病
理所見に於いては腺癌に最も多く生存例を認めてい
る。
なお，癌の胃壁深達度と予後との関係。リシバ腺
転移と予後との関係。切除断端。癌浸潤の有無と予
後との関係について目下追求中である。 
14.重症肺結核の外科療法
金子兵庫(国立千葉療養所〉
内科的治療から見離され，外科的治療も安全には
遂行し得ない重症肺結核のうち，術前肺機能よりみ
て所謂 borderlineと思われる 2，3症例について
述べるとともに手術適応の限界について検討を加え
た。 
15.化学療法中レ線上空洞影の消失した症例に就
いての検討
。久貝貞治 (社会保険病院松矯荘〉
堀部寿堆，北沢幸夫，馬場理一，
太田茂男，佐藤実，住吉孝男，
浜田美志，佐藤哲郎，山田達哉j
安生久郎
当病院に就て昭和 28年化学療法を施行した当初
より本年 6月に至る期間に診療した結核患者のうち
レ線上空洞像を認めた症例でイ七学療法の経過中レ線
学的に空洞像の消失した 70症例に就て化学療法の
種別と消失の時期及び種々なるパヅググラウンドフ
アクターに就て検討した。
質問一外科綿貫重雄
空洞の大きさとの関係はし、かがでしょうか。
応答久貝貞治
空洞の大きさについては，大きいものは消失率は
低いが，必らずしも消失しないわけではなし空洞
壁の性質によっては消失するものもあった。また，
肺野では中下野の空洞が他に比して少数であったの
で言及しなかったが， 56の空洞は消失しにくい傾向
の如くである。 
16. X線活動写真の臨床的応用
窪。田博吉(河合外科〉 
X線活動写真の臨床的応用の現況について述べ
る。
1. 心臓血管造影

肺癌の手術適応。
 
2. 	 胃腸造影
胃疾患における運動の愛化，小腸および大腸
に対する薬物の影響 
3. 	 胆道造影
胆道疾患における，胆嚢および胆管の菱化。
以上の所見について写真を供覧する。
追加整形外科鈴木次郎
鮮明な映画を拝見し，かつて我々が苦心していた
頃を思い出し感慨無量であり，演者らの苦心のほど
が察せられる。
「レj線映画で現在もっとも望まれることは，もう
少し長時間撮影の出来るととである。演者も勿論そ
の点についてi研究されていることと思うが， rレJ
線発生装置のみならず，映画フィルムの研究と選択
が必要になることと考える。私は最長 2分間の撮影
を行ったことがあるが，それも当時の発生装置で、あ
り，当然影像は鮮明を欠かざるを得なかった。今
後，ますますこの方面の研究の進展を期待したい。
演者らの御努力を大いに期待する次第である。 
17.昭和 30---32年度の放射線科における放射線
治療の成績
。寛	 弘毅，市川平三郎，渡辺勲，
有水 昇，荒居龍雄，今井義雄，
中野政雄 (放射線科〉
昭和 30年 1月から 32年 12月までの 3年間に本
学放射線を訪れた悪性腫場の患者の総数は 965名で
ある。
その内訳は， 眼科領域腫湯21例， 口腔耳鼻咽喉
科領域腫場 152例，食道癌 182例，胃癌 110例，腹
部腫虜45例，肺癌 39例，乳癌 194例，女性性器癌 
58例， 泌尿生殖器腫場 13例， 皮膚癌 26例， 甲状
腺癌 35例，骨肉腫 12例， 細網肉腫 62例， 淋巴肉
腫症 16例である。
良性腫蕩では血管腫50例，甲状腺腫 20例の合計 
70例である。
以上の疾患について観察したが，それらの症例に。
ついての放射線治療の方法とその成績を報告する。 
17.脊椎々体前方固定の検討
。鈴木次郎，石橋文太，石川芳光，
坂巻 時，渡辺良彦，小川源太郎，
岡野正，斎藤幹(整形外科〉
経腹的権体直達手術法に関する研究の一部に既に
本会に於ても報告した所であるが，其後の研究，特
に椎体前方固定に関する研究の成果を報告する。本
手術法は最近迄に 70例に於て施行してし、る。その
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内椎{本前方固定の検討は術後 3カ月以上経過せる 
46例に就いて行った。
その検討は
1. 移植骨治癒の状態 
2. 椎間腔の~化 
3. 脊椎運動機能 
4. 上記諸項と遠隔成績との関係
等に就いて行ったもので，之等に興味ある知見を得
ると共に，椎体前方固定法の意義並びにその手術法
の具体的手技を明確にすることを得た。従来椎体固
定に関する研究は多くあるが特に前方固定に関する
ものは殆んどないと云ってよいものである。従って
我々のこの研究は，脊椎外科の発展に資する所大な
るものがあると考えるもので，之塁手得た知見に基づ
き，この手術法の検討の結果を報告する。 
19. トランスアミジナーゼについて
秋月 登(医化学〉
グレアチユ/の生成過程において，まず‘アノLギニン
よりグリシンへのアミジン車云位により，グリコシア
ミシが作られる。この作用を営むトラシスアミジナ
ーゼについての報告である。
定量法としては木教室渡辺の坂口反応法を用い
た。この呈色法では，アノLギ、ニジ，グ‘リユシアミン
両者共に呈色する。生成グリコシアミンを定量する
には肝アルギナーゼを用いてアルギニンを分解させ
た後呈色せしめて，その吸光係数から求められる。
アルギナーゼ作用前後の呈色度の差からアルギニシ
量を求め得る。
私は水溶性トランスアミジナーゼを次の知くにし
て分離した。即ち，新鮮豚肝皮質を 5倍容の pH7 
M /50燐酸緩衝液と共に氷冷下ホモヂナイズし，プタ
ノ-;]"を加えて振壷，遠沈して水溶部分を取り之を
流水に透析した後硫安分劃を行って 30~50% 飽和
部分を集め，流水に透析して硫安を除く。この酵素
液は時としてアルギナーゼを含むからその場合は澱
粉を支持体とせる電気泳動によりアルギナーゼを分
離し得る。
この酵素液はサイアミ γ，ピリドキサル等のピタ
ミシ類や ATP，CoA等により著しい作用上の菱化
をうけない。 
20.釣魚に於ける大腸菌群の季節的消長
西 栄松(衛生学〉
当教室の尿尿処理に関する基礎的研究の一環とし
て特定水域に於ける魚類の衛生学的意義を知るため 
1) 養老川上流域に於ける釣魚の大腸菌の季節的
消長 
2) 都川流域に於ける鈎魚の大腸菌の季節的消長 
3) 君津郡湊沖に於ける大腸菌の季節的消長 
4) 市販魚類の大腸菌の季節的消長を検討した結
果次の様な成績を得たので報告する。 
21.Streptokinase (Varid倒的作用後の人血
清の示す抗補体作用について
和田 寛 C法医学〉
人血清叉はそのグロプリシ屑に Varidaseを作用
させると，両者共ほぼ同じ力価の Plasminが活性
化される。然し乍ら，これら 2種の Plasminをそ
れぞれモルモツト補体血清に作用させると，補体の
不活化の上で差が見られ，人血清より得た Plasmin
の示す不活化度はグロプリン屑より得た Plasmin
の示すそれと比べて著しく大であった。 Plasminを
含むグ、ロプリン屑を 560C~620C に加熱し Plasmin
を破壊せしめて再びモルモヅト補体血清に作用させ
たところ，人血清より得たものでは Plasmin破壊
前と同じように補体を不活〆化したが，血清グロプリ
シ屑より得たものでは殆んど不活化作用が見られな
かった。即ち，人血清に Varidaseを作用させると 
Plasminとは別に抗補体作用を示す物質が生成す
ると考えられ， 且つこの物質は耐勲性であり，線維
素溶解力は欠くが補体に態度は Plasminと殆んど
同じようで、あった。 
22. 日本脳炎ウイルスの血球凝集反応とウイルス'
増殖組織との関係について
。橋野尭彦，波多野基一(細菌学〉
日本脳炎ウイルスの血球凝集素が感染性ウイルス
粒子の増殖に伴い生成される過程は未だ明瞭ではな
し、。吾々はその両者の量的関連牲を検討するために
ウイルス増殖組織にマウス脳，発育鶏胎児組織，ハ
ムスター脳及び Ehrlichマウス腹水癌細胞を用い
各標本について Spinco超遠心による濃縮，あるい
は Protamine-Heparin処理によってウイルスの
部分的精製法を行い，マウス脳増殖ウイルスの感染
価と血球通話集価との比を対照に検討を試みた。
ウイルスの血球探集性を論ずる場合，血球の種
類，反応メジウムの条件の検討の他にウイルス量
(感染価)， inhibitorの除去，感受性増殖組織の選
